
　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
公
示
を
受
け
、

探
究
学
習
を
学
校
全
体
で
ど
の
よ
う
に
実

践
す
る
か
、
各
校
で
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
研
究
会
で
は
、

生
徒
や
教
師
に
と
っ
て
探
究
学
習
を
行
う

価
値
や
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
、
５
校
が

自
校
の
実
践
を
基
に
語
っ
た
。
そ
の
う
ち

２
校
に
つ
い
て
は
、
卒
業
生
や
在
校
生
が

登
壇
。
探
究
学
習
を
通
し
て
、
自
身
に
ど

の
よ
う
な
成
長
や
変
容
が
あ
っ
た
の
か
を
、

自
分
の
言
葉
で
伝
え
た
。

プログラム

「学校組織で取り組む『探究』の指導デザインを考える研究会
～『探究』の導入による学校改革の可能性～」開催

生徒と教師がともに楽しむ
探究学習の追究を

2018 年 9月、ベネッセコーポレーション主催による「探究」の指導デザインを考える研究会が開かれた。
学校を挙げて探究学習に取り組む首都圏５校の代表者が、自校の実践内容を紹介。

さらに、探究学習を通じて生徒に育成したい力や、探究学習に組織的に取り組むためのポイントなどを
パネルディスカッション形式で語り合った。

当日、400人収容の会場は満員となり、探究学習への関心の高さをうかがわせた。

「
探
究
」
を
行
う
価
値
と
効
果
に

つ
い
て
、
実
践
を
基
に
語
る

第１部 「探究」の効果と可能性について

•基調講演「私たちは探究で何をめざすのか？
 　～生徒のAgency を引き出す学びへ～」
OECD日本イノベーション教育ネットワーク

事務局長　小村俊平
•実践事例
東京都・私立かえつ有明中・高校　佐野和之先生
お茶の水女子大学文教育学部１年　宇

う い

井瑞
みず

希
き

さん
東京都・私立広尾学園中学校・高校　木村健太先生
東京都・私立広尾学園中学校・高校３年　後藤愛

あ

弓
ゆみ

さん

第２部 「探究」の実践例および
 「探究」を効果的に進める方法

•実践事例
東京都・私立三田国際学園中学校・高校　田中　潤先生
埼玉県立大宮高校　畑

はた

　文
あや

子
こ

先生
東京都立八王子東高校　島

しま

津
つ

　聡
さとし

先生

•パネルディスカッション
東京都・私立かえつ有明中・高校　佐野和之先生
東京都・私立広尾学園中学校・高校　木村健太先生
東京都・私立三田国際学園中学校・高校　田中　潤先生
埼玉県立大宮高校　畑　文子先生
東京都立八王子東高校　島津　聡先生
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東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

で
は
、
６
年
間
で
生
徒
が
身
に
つ
け
る
資

質
・
能
力
を
、
①
学
び
方
を
学
ぶ
、
②
自

分
軸
を
確
立
す
る
、
③
共
に
生
き
る
の
３

つ
と
し
、
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
を
基
に
、

全
教
科
・
科
目
の
授
業
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
３
つ
の
資
質
・
能
力
の

育
成
を
実
践
的
に
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
特
別
教
科
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
」
で
は
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
き
、
高
校
１

年
次
は
個
人
、
高
校
２
年
次
は
チ
ー
ム
で

探
究
学
習
に
取
り
組
む
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
で
は
、
何
を
す
る
の

か
と
い
う
「doing

」
と
と
も
に
、
自
分
自

身
は
ど
う
あ
る
の
か
と
い
う
「being

」
を

大
切
に
し
て
い
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科

を
担
当
す
る
教
育
統
括
部
長
の
佐
野
和
之

先
生
は
説
明
す
る
。

　
「『doing

』
に
意
識
を
向
け
過
ぎ
る
と
、

探
究
活
動
を
う
ま
く
進
め
る
こ
と
を
優
先

し
よ
う
と
す
る
た
め
、
本
来
の
興
味
・
関

心
か
ら
離
れ
た
選
択
を
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。『being

』
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
状
態
に
置
か

れ
て
も
、
本
当
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
に

目
を
向
け
て
、
探
究
活
動
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」

　

そ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
１
年
次
に

は
自
分
軸
の
確
立
に
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

社
会
や
他
者
か
ら
の
期
待
、
常
識
や
経
験

な
ど
に
よ
っ
て
刷
り
込
ま
れ
た
思
い
込
み

を
取
り
去
り
、
自
分
が
本
当
に
大
切
に
し

て
い
る
思
い
や
感
情
を
自
覚
し
て
、
表
現

す
る
こ
と
を
目
指
す
。
例
え
ば
、
生
徒
同

士
で
今
の
気
持
ち
を
洗
い
ざ
ら
い
話
し
、

自
分
の
内
面
を
表
現
し
た
り
、
偏
見
を
持

た
ず
相
手
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
活
動
も
、

そ
の
１
つ
だ
。

　
「
自
分
は
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
場
に
い
る
の
か
と
い
っ
た
不
安
が

あ
る
と
、
本
当
の
自
分
を
出
し
切
れ
ず
、

創
造
的
な
場
を
つ
く
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
が
何
を
感
じ
た
の
か
を
、
対
話

を
通
じ
て
共
有
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安

全
な
場
を
つ
く
る
こ
と
も
、
探
究
学
習
で

は
大
切
だ
と
考
え
ま
す
」（
佐
野
先
生
）

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

教
育
統
括
部
長

佐
野
和
之
　

さ
の
・
か
ず
ゆ
き

　高校１年次の学習目標の１つ、「自分の内面に気づくこと」
ができたきっかけは、文化祭で出店したカフェが赤字だった
原因をクラス全員で話し合った時のことでした。互いを非難
し合っていた私たちに、佐野先生が折り紙を置き、「折り紙は
色が１枚 1枚違うけれど、この中に特別なもの、優秀なもの
はあるかな」と問いかけられました。そして、人形を持ち出し、
「発言する人はこの人形を持って話をする。ほかの人はその人
の話に静かに耳を傾ける」という対話の手法を示しました。そ
うして一人ひとり話すうちに、自分の思いに気づき、それを
話せるようになりました。そして、折り紙のように一人ひとり
違うのだと分かると、互いを認め合う雰囲気が生まれました。
クラスが率直に思いを話せる安心・安全な場になったのです。
２年次は、ヘルシーなラーメンの開発・販売に取り組み、意
見の対立がありながらも、それを乗り越えて成功できました。
　内面に気づく私個人のきっかけには、中高生と将来について
考えるＮＰＯとの出会いが挙げられます。私は高校１年生の時、
将来について考えるワークで何も書けませんでしたが、そのＮ
ＰＯの活動を通して様々な職業について知り、自分の将来を考
えられるようになりました。そして、自分の経験を周りにも伝
えたいと考え、社会人 20人を学校に招く講演会を自ら企画・
運営しました。その時、大勢の友人や後輩が「将来を考えるきっ
かけになった」と目を輝かせて話す姿を見て、中高生が輝く瞬

間をつくりたいと思うように
なり、教育分野に進む決心を
しました。今は、大学で教育学
を学びながら、前述のＮＰＯの
学生スタッフとして中高生と
社会人の橋渡しをしています。

自ら企画した講演会で「教育」の面白さを知る

お茶の水女子大学文教育学部１年　宇
う い

井瑞
み ず

希
き

さん

（かえつ有明中・高校卒業）

　　　　が学びを振り返る卒 業 生

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

安
心
・
安
全
に
語
り
合
え
る
場
が
、

創
造
的
な
探
究
学
習
の
土
台
に
な
る

実
践
事
例
1
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東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高

校
で
は
、
各
学
年
に
１
ク
ラ
ス
設
置
し
て

い
る
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
で
、
最

先
端
の
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
校
１
年
次
の
４
月
に
、
生
徒
は
自
分
の

興
味
・
関
心
を
掘
り
下
げ
て
、
幹
細
胞
、

環
境
化
学
、
現
象
数
理
な
ど
６
つ
あ
る
研

究
チ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
に
所
属
。
指
導
教

官
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
６
〜

７
月
ま
で
に
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
を

目
標
に
研
究
活
動
を
開
始
す
る
。
３
〜
４

人
で
１
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
年
度

末
に
学
会
形
式
の
研
究
成
果
報
告
会
で
発

表
す
る
。

　

同
コ
ー
ス
の
研
究
活
動
の
特
徴
は
、
学

問
の
楽
し
さ
を
最
優
先
に
し
て
い
る
こ
と

に
あ
る
。
面
白
い
と
思
え
る
研
究
テ
ー
マ

を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
き
、
そ
の
過
程
で

出
て
き
た
疑
問
や
、
研
究
に
必
要
な
隣
接

分
野
の
知
識
を
手
が
か
り
に
し
て
、
興
味
・

関
心
の
幅
を
広
げ
て
い
く
の
だ
。
例
え
ば
、

生
物
が
得
意
な
生
徒
は
、
細
胞
培
養
の
過

程
で
試
薬
の
調
整
の
た
め
に
モ
ル
計
算
が

必
要
だ
と
分
か
る
と
、
研
究
に
必
要
な
知

識
と
し
て
、
化
学
も
頑
張
っ
て
学
ぶ
よ
う

に
な
る
。
同
じ
よ
う
に
、
学
術
論
文
を
読

む
こ
と
を
通
じ
て
英
語
力
の
必
要
性
を
、

ま
た
、
発
表
力
を
高
め
る
た
め
に
国
語
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
と
い
う
。

　

研
究
で
使
う
知
識
と
授
業
で
学
ぶ
内
容

を
結
び
つ
け
る
こ
と
も
、
強
く
意
識
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
が
ん
細
胞
を
テ
ー
マ
に

研
究
し
て
い
る
生
徒
に
は
、
細
胞
分
裂
の

仕
組
み
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
複
製
に
つ
い
て
学
ぶ

分
野
・
単
元
の
授
業
へ
つ
な
げ
る
。
医
進
・

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
統
括
長
の
木
村
健
太

先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説

明
し
た
。

　
「
生
徒
が
自
身
の
研
究
と
関
係
す
る
分
野

に
目
を
向
け
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
問

い
を
、
教
師
が
意
図
的
に
発
し
て
、
興
味
・

関
心
を
広
げ
る
よ
う
促
し
て
い
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
研
究
を

通
じ
て
知
っ
た
学
問
の
面
白
さ
が
、
さ
ら

に
深
ま
る
こ
と
で
、
苦
手
な
分
野
に
も
取

り
組
む
意
欲
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
」

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・

高
校
　
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
統
括
長

木
村
健
太
　

き
む
ら
・
け
ん
た

　中学３年生の時、先輩の研究成果報告会を見て、その姿に
憧れ、医進・サイエンスコースに進みました。
　私は、環境化学研究チームが取り組んでいた色素増感太陽
電池に興味を持ち、研究を引き継ぎました。研究活動は、と
にかく楽しいです。世界で誰もやっていないことに取り組ん
でいると思うだけでワクワクします。
　もちろん、それだけに難しさもあります。研究テーマは単
なる興味・関心ではなく、社会のニーズがあり、ある程度実
現可能性が高いものでなければなりません。現在、世界でど
こまで研究が進んでいるのかを調べるために、学術論文を読
まなければなりませんでした。私は英語が苦手で、最初はタ
イトルの意味すら分かりませんでした。それでも、最新の研
究を知りたい一心で辞書を片手に読んでいくうちに、英語力
を高めたいと思うようになり、英語の勉強にも力を入れるよ
うになりました。さらに、論文を読んでいくと、太陽電池の
開発にはオームの法則などの物理の知識が不可欠なことも分
かり、物理の授業も頑張るようになりました。それまでは、
勉強はやらされるものと、マイナスに捉えていましたが、研
究活動を通して初めて、自分から勉強したい、勉強が楽しい
と思えるようになりました。
　研究の面白さが分かるにつれて、他分野の研究についても

知りたくなり、毎週行われる６
チーム合同の進捗研究会にも参
加し、数学や生物などにも関心
が広がっています。大学では分
野を超えて学ぶことができる学
際的な学部・学科に進みたいと
考えています。

研究活動を通して、
文理を超えた学問の楽しさを知る

広尾学園中学校・高校　医進・サイエンスコース３年　後藤愛
あ

弓
ゆ み

さん

　　　　が学びを振り返る在 校 生

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高
校

探
究
学
習
で
学
問
の
楽
し
さ
を
実
感
し
、

興
味
・
関
心
を
広
げ
て
い
く

実
践
事
例
2
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東
京
都
・
私
立
三
田
国
際
学
園
中
学

校
・
高
校
で
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
問
題
解
決
能
力
・
探

究
心
・
創
造
性
・
共
創
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
社
会
参
画
・
責
任
感
・
率
先
・

革
新
性
・
異
文
化
理
解
・
生
産
性
の
12
の

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。「
社

会
の
変
化
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
に
適
応
し
て
楽
し
め
る
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
」
と
、
田
中
潤
教
頭
は
語
る
。

そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
は
21
世
紀
ス
キ

ル
（Recognition

・Logical T
hinking

・

Creative T
hinking

）
を
横
軸
、
開
校
以

来
の
理
念
で
あ
る
「
知
好
楽
」（K

now

・

A
ct

・Custom

）
を
縦
軸
と
し
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
測
る
。

　

同
校
の
探
究
学
習
は
、
課
題
設
定
・
情

報
収
集
を
行
い
、
仮
説
を
立
て
て
検
証
し

結
論
に
導
く
タ
イ
プ
と
、
課
題
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
課
題
解
決

を
実
践
す
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
担
当
教
官

　

埼
玉
県
立
大
宮
高
校
で
は
、進
路
指
導
主

事
の
畑は

た

文あ
や

子こ

先
生
が
学
年
主
任
と
な
っ
た

２
０
１
３
年
度
の
１
学
年
か
ら
探
究
学
習

に
取
り
組
み
始
め
た
。沖
縄
修
学
旅
行
を
軸

と
し
た
探
究
学
習
や
、大
学
院
生
と
の
協
働

に
よ
る
探
究
活
動
な
ど
を
実
施
し
た
が
、学

年
単
独
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、16
年
度
、管
理
職
と
進
路
、
教
科

代
表
、
若
手
教
師
か
ら
成
る
「
高
大
接
続

検
討
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
学
校
全
体

で
の
探
究
学
習
に
着
手
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
、ベ
ネ
ッ
セ
の
「GPS

│A
cadem

ic

」

（
＊
１
）
に
よ
る
効
果
検
証
の
導
入
な
ど
を

進
め
、
17
年
度
か
ら
実
施
し
た
。
１
学
年

で
は
、
Ｈ
Ｒ
の
時
間
を
使
っ
て
言
語
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
志
願
書
作
成
な
ど
を
実
施

し
、
表
現
力
向
上
と
自
己
把
握
を
促
し
た
。

２
学
年
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
自
校
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

の
策
定
や
志
望
理
由
書
の
作
成
（
図
２
）、

３
学
年
で
は
、
同
様
に
「
総
合
的
な
学
習

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
課
題
設
定
・
調

査
研
究
を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
発
表
す
る「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」（
図

１
）
は
前
者
、
宿
泊
行
事
と
探
究
学
習
を

合
わ
せ
た
広
島
・
京
都
研
修
は
後
者
で
あ

る
。
同
校
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
生

徒
に
学
び
の
本
質
を
伝
え
る
の
と
同
時
に
、

教
師
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
だ
と
、

田
中
教
頭
は
語
る
。

　
「
教
師
が
生
き
生
き
と
探
究
活
動
に
取
り

組
む
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

な
指
導
に
も
勝
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

の
時
間
」
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
と
大

学
入
試
問
題
の
解
答
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に

基
づ
い
た
自
己
採
点
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

生
徒
・
教
師
と
も
取
り
組
み
へ
の
満
足

度
は
高
く
、
18
年
度
も
取
り
組
み
の
一
部

が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
「
教
師
間
の
共
通
認
識
を
図
り
な
が
ら
、

徐
々
に
学
校
全
体
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
体

制
を
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
学
問
は
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
原
点
に
立
ち

返
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
深
化
さ
せ
て
い

き
ま
す
」（
畑
先
生
）

東
京
都
・
私
立
三
田
国
際
学
園
中

学
校
・
高
校
　
教
頭

田
中
潤
　

た
な
か
・
じ
ゅ
ん

埼
玉
県
立
大
宮
高
校

進
路
指
導
主
事

畑
文
子
　

は
た
・
あ
や
こ

図１ 基礎ゼミナール 

図２ ２学年での実施内容（2017年度） 

「学校組織で取り組む『探究』の指導デザインを考える研究会　～『探究』の導入による学校改革の可能性～」開催

＊１　ベネッセのアセスメントの1つで、問題発見・解決に必要な 3つの思考力 ( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多
面的に測るテスト。

東
京
都
・
私
立
三
田
国
際
学
園
中
学
校
・
高
校

埼
玉
県
立
大
宮
高
校

６
年
一
貫
で
12
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育
成

言
語
活
動
を
核
と
し
た
探
究
的
な
取
り
組
み

実
践
事
例
3

実
践
事
例
4

分野 内容

言語と文学 「文学を味わう」
「ことばを科学する」

メディアと人間 「メディア・クリエイション」

個人と社会 「経営学実践講座」
「社会科学研究方法論」

実験科学
「微生物学実験講座」
「生物を考える」
「理論科学研究」

数学とコンピュータ科学 「見て・創って・感じる数学」
「Tech!（プログラミング）」

＊研究会での配布資料を基に編集部で作成。

内容 詳細

自分を知る GPS-Academic の結果を振り返り、全６回のプロ
グラムの概要を理解

高校を
考える

今までの大宮高校での活動を振り返り、生徒に求
められる資質・能力について議論し、大宮高校のア
ドミッション・ポリシーをつくる

大学を知る 大学各学部のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・
ポリシーを踏まえ、アドミッション・ポリシーを推測する

志望理由書① 3 年生の書いた志望理由書を基に、志望理由書の
評価表（ルーブリック）を作成する

志望理由書② 自分自身の志望理由書を書く

志望理由書③ 志望理由書①で作成した評価表を基に、②で作成
した志望理由書を相互評価する

＊研究会での配布資料を基に編集部で作成。
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東
京
都
立
八
王
子
東
高
校
で
は
、２
０
１
８

年
度
の
１
学
年
か
ら
探
究
学
習
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。
19
年
度
に
は
学
校
全
体
で
実
施

す
る
予
定
だ
。「
自
ら
学
ぶ
・
自
ら
考
え
る
・

自
ら
創
る
」
を
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
に
、
協
働

力
・
実
践
力
・
想
像
力
・
思
考
力
・
発
信
力
・

創
造
力
・
人
間
理
解
力
・
意
志
決
定
力
の

８
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
（
図
３
）。

　

３
年
間
の
流
れ
は
次
の
通
り
だ
。
１
年

次
は
、「
哲
学
対
話
」「
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
で
、
問
い
の
立
て
方
や
学
び

の
深
め
方
を
身
に
つ
け
、
探
究
の
プ
ロ
セ

ス
を
体
験
的
に
習
得
。
２
年
次
に
は
、
ゼ

ミ
に
所
属
し
て
論
文
を
作
成
し
、
論
理
的

思
考
力
や
表
現
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

卒
業
後
の
自
己
実
現
に
つ
な
げ
る
。

　

活
動
の
記
録
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
力

し
、
８
つ
の
資
質
・
能
力
の
伸
び
を
客
観

視
さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
、
生
徒
の
内
省
が

深
ま
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、「
今
ま
で

は
受
け
身
で
や
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

教
師
間
の
目
線
合
わ
せ
の
た
め
に
月
１
回

「
探
究
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
し
、
教
育
改
革

の
方
向
性
や
生
徒
の
活
動
の
様
子
を
共
有

し
て
い
る
。
探
究
部
主
任
の
島し

ま

津つ

聡さ
と
し

先
生

は
、「
生
徒
の
変
容
か
ら
教
師
自
身
が
学
び
、

指
導
改
善
す
る
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
取
り
組
み
を
完
成
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

司
会　

探
究
学
習
を
通
し
て
生
徒
に
ど
の

よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
、
先

生
方
は
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

佐
野　

学
校
の
存
在
意
義
は
、
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ

の
た
め
に
生
徒
た
ち
は
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
つ
く
り
、
生
き
る
力
を
養
う
の

だ
と
思
い
ま
す
。
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
社
会
の
要
請
か
ら
「
教
育

は
こ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
生

徒
も
教
師
も
自
分
を
見
つ
め
て
本
当
に
し

た
い
こ
と
、
な
り
た
い
自
分
は
何
か
を
突

き
詰
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

木
村　

今
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
今
は
目
立
た
な
い
生
徒

で
も
、
将
来
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

が
開
花
す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
を

前
提
に
せ
ず
に
学
び
を
深
め
、
生
徒
の
未

知
の
可
能
性
を
広
げ
る
と
こ
ろ
に
、
探
究

の
意
義
や
重
要
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

田
中　

生
徒
も
教
師
も
「
楽
し
む
こ
と
」

が
何
よ
り
大
事
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

本
校
で
は「
発
想
の
自
由
人
」と
い
う
言
葉

を
大
切
に
し
、
社
会
が
変
わ
っ
て
も
自
由

に
自
分
の
意
見
を
持
つ
、他
者
と
協
働
し
て

発
信
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
専
門
性
や
主
体
性
な
ど
、
様
々
な

資
質
・
能
力
の
う
ち
、
日
本
人
に
最
も
必

要
な
の
は「
情
熱
」だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
情
熱
を
育
て
る
た
め
に
、
教
師
自

身
が
探
究
学
習
を
楽
し
み
、
情
熱
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

畑　

い
ろ
い
ろ
な
学
校
で
教
え
る
中
で
、

生
徒
が
し
た
い
こ
と
を
探
す
力
を
育
む
探

究
学
習
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
生
徒
が
自
ら
問
い
を
持
ち
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
け
る
仕
か
け
を
、
教
師

が
ど
れ
だ
け
準
備
で
き
る
か
が
、
探
究
学

習
の
成
功
の
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

島
津　

探
究
学
習
で
は
、
自
分
の
「
好
き
」

を
発
見
し
て
、
そ
れ
を
と
こ
と
ん
追
究
し

て
い
く
面
白
さ
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
重

東
京
都
立
八
王
子
東
高
校

探
究
部
主
任

島
津
聡
　

し
ま
つ
・
さ
と
し

図３ 育成を目指す８つの資質・能力 

東
京
都
立
八
王
子
東
高
校

「
問
い
の
立
て
方
」か
ら
始
ま
る
探
究
学
習
指
導

実
践
事
例
5

探
究
学
習
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
の

教
師
の
マ
イ
ン
ド
と
校
内
体
制
と
は

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

探
究
学
習
の
成
功
の
鍵
は

教
師
と
生
徒
が
楽
し
む
こ
と

基礎的な
知識・技能
の習得

協働力 他者と協力し、一つひとつの事象に取り組む態度を身につ
ける

実践力 興味・関心を持ち、自分の考えに基づき計画し、実行する
力を身につける

想像力 結果を予測し、想像する力を身につける

思考力・
判断力・
表現力の
育成

思考力 物事をクリティカルに考え、問題意識を持つ習慣を身につけ
る

発信力 自分の考えを分かりやすく他者に伝える方法を身につける

創造力 物事に対して新たな価値を生み出すことができる

生きる
能力・態度
の育成

人間理解力 自分自身や他者を知り、人間関係を理解する力を身につけ
る

意志決定力 情報を収集し、知識や他者の意見を参考にして、行動を決
定することができる

＊研究会での配布資料を基に編集部で作成。
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要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
校
は
、
こ
れ

ま
で
受
験
指
導
に
お
け
る
「
面
倒
見
の
よ

さ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
教
師
が
生
徒
に
寄
り
添
い
、
助
言
す

る
こ
と
で
、
問
い
や
プ
ロ
セ
ス
の
深
ま
り

を
助
け
て
い
け
る
よ
う
な
「
面
倒
見
の
よ

さ
」
も
追
究
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
野　
「
面
倒
見
の
よ
さ
」
は
本
校
で
も
特

長
の
１
つ
で
す
が
、よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
探
究
学
習
で
は
、

教
師
が
手
を
離
す
場
面
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
生
徒
が
自
力
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、

教
師
の「
面
倒
見
の
よ
さ
」
に
よ
っ
て
邪
魔

し
な
い
よ
う
、
常
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

島
津　

学
力
の
定
義
が
変
わ
る
中
で
、「
面

倒
見
の
よ
さ
」
の
中
身
も
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
従
来
の
「
面
倒
見

の
よ
さ
」
は
、「
こ
れ
に
乗
っ
て
い
け
ば
入

試
で
成
功
す
る
」と
い
う
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
探
究
学
習
で
は
、

問
い
を
立
て
た
り
深
め
た
り
す
る
力
の
育

成
に
力
を
入
れ
つ
つ
、
そ
の
先
は
つ
か
ず

離
れ
ず
見
守
り
、
生
徒
を
信
じ
て
自
力
で

前
に
進
ん
で
い
く
様
子
を
見
守
れ
る
か
ど

う
か
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

田
中　

本
校
で
も
探
究
学
習
を
取
り
入
れ

た
時
、
先
生
方
か
ら
「
生
徒
に
失
敗
さ
せ

て
よ
い
の
で
す
か
」
と
い
っ
た
質
問
を
受

け
ま
し
た
。探
究
す
る
中
で
、生
徒
は
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
き
な
が
ら
も
、そ

れ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
、自
身
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
生
徒
が
失
敗
を

経
験
し
な
が
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
め
る

よ
う
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村　

た
だ
、
教
師
が
あ
ま
り
に
手
を
離

し
過
ぎ
る
と
、
生
徒
は
不
安
に
な
り
、
教

師
の
顔
色
を
見
な
が
ら
、
教
師
が
知
っ
て

い
る
答
え
を
見
つ
け
出
す
こ
と
に
意
識
を

向
け
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
、

問
い
の
立
て
方
の
前
提
と
し
て
「
世
界
の

誰
も
知
ら
な
い
こ
と
」
を
設
け
、
生
徒
と

教
師
が
一
緒
に
考
え
な
が
ら
研
究
を
進
め

る
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
ま
し
た
。
探
究
学

習
の
目
的
は
、研
究
成
果
を
出
す
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
課
題
を
発
見
し
、
修
正
し

な
が
ら
検
証
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
原
点
を
忘
れ
ず
に
、
教
師

は
生
徒
に
か
か
わ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

校
内
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

島
津　

本
校
で
は
、
導
入
準
備
の
段
階
で

多
く
の
先
生
方
か
ら
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
厳
し
い
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

思
い
を
率
直
に
言
っ
て
も
ら
え
た
の
は
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
を
始

め
る
際
に
一
番
困
る
の
は
無
関
心
で
す
。

不
安
や
不
満
を
率
直
に
ぶ
つ
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
職
員
会
議
の
議
論
も
白
熱
し
、

そ
の
中
で
次
第
に
共
通
理
念
が
醸
成
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

佐
野　

本
校
の
サ
イ
エ
ン
ス
科
で
は
、
毎

週
必
ず
時
間
割
の
中
に
研
修
の
時
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
15
〜
18
人
の
担
当
教
師
が

週
１
回
顔
を
合
わ
せ
て
、
取
り
組
み
の
内

容
や
、
改
善
の
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
新

し
い
考
え
方
や
ス
キ
ル
が
校
内
で
循
環
し

や
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

畑　

本
校
で
は
、16
年
度
、管
理
職
と
進
路
、

国
語
・
数
学
・
英
語
の
教
科
代
表
、
若
手

有
志
に
よ
る
「
高
大
接
続
検
討
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
、
探
究
学
習
の
導
入
の
検
討

を
本
格
化
さ
せ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
若

手
教
師
が
入
り
、
チ
ー
ム
が
活
性
化
し
た

こ
と
が
、
大
き
な
推
進
力
に
な
り
ま
し
た
。

若
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
取
り
込
む

か
も
、
校
内
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
上
で

の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

田
中　

何
よ
り
重
要
な
の
は
、
先
生
方
が

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
働
け
る
環
境
を
担

保
し
つ
つ
、
探
究
学
習
を
楽
し
む
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
先
生
方
は
一
人
ひ
と
り
異

な
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

価
値
観
と
探
究
学
習
で
目
指
す
方
向
性
を

で
き
る
だ
け
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
何
か
思
い

や
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
ら
、
必
ず
互
い

に
耳
を
傾
け
る
方
針
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

職
員
会
議
の
よ
う
な
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
場

だ
け
で
な
く
、
職
員
室
で
の
会
話
で
も
心

の
内
を
言
い
合
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

で
、
学
校
全
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
浸
透
し
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「学校組織で取り組む『探究』の指導デザインを考える研究会　～『探究』の導入による学校改革の可能性～」開催

新
し
い
学
力
観
の
中
で
変
わ
る

「
面
倒
見
の
よ
さ
」
の
定
義

心
の
内
を
言
い
合
え
る
環
境
が

共
通
理
念
を
醸
成
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